
当量の放射能が残存していたものと考えられた。（参照8）  

表6 各試料中の代謝物（％TRR）  

（2）アルファルファ  

アルファルファ（品種：ム日月a）の播種41日後に、13C－フェンチオン及   

び14C・フェンチオンの乳剤希釈液を6オンスai／エーカー（約420g ai／ha）の用   

量で散布処理し、処理7及び30日後に試料を採取して、植物体内運命試   

験が実施された。  

処理7及び30日後のアルファルファにおける代謝物分布は表8に示さ   

れている。親化合物の割合は低く、主要代謝物はB及びLであった。（参   

照8）  

表8 処理7及び30日後のアルファルファにおける代謝物分布  

B   0，9   0．5   0．8  17．9   

C  11．9  

G   0，7  0，6  0．G   

H   23．5  62．2   12．4   24．0   23，5   32．6  21．5   

10．0  22．9  8．0   11二0   9．5  46 

K   5．9  1．6  

L   14．7   2．5   8．5   6．5   4．0   

M   10．5   1．2   9．1   6．2   1．8   

試料  肝臓  腎臓  円回内筋  脇腹筋  腰部筋肉  脂肪  乳汁㌻                1．2                                                  白              丁‾、  
4．8  

N   5．3  11．8   8．4  

0  8．9   7．5   37．2  2臥4   38．6  14．0  7，0                11．0  2．8                0．9  処理7日後  
試料採取日  

％TRR   

処理30日後  

mg／kg   ％TRR   mg／kg   

総残留放射能   100   13   100   6．6   

フェンチオン   2．4   0．3   1．0   0．D8   

B   41．8   5．4   19．7   1．5   

C   6．1   0．9   5．9   0．5   

E   3．6   0．5   0．7  0．05   

G   0．3   0．04   0．5   0．04   

壬壬   1．1  0．1  2．2   0．2   

0．3   0．04   1．4   0．1   

L   20．9   2．7   29．9   

M   2．3   0．3   6．1   

0   1，9   0．3   2．2   

Q   9．3  1．2  5．0   0．4   

R   4．6   0．6   3．7   0．3   

未抽出残留物   3．7   0．5   7，6   0，5   

－：検出されず  
1）初回投与24時間後採取試料  

2．植物体内運命試験  

（1）水稲  

砂質シルト質壌土を充填したポットに移植し温室内で栽培した水稲（品  

種：日本晴）の乳熟初期から中期（収穫28日前）及びその7日後 日ユ穫  

21日前）に、14C・フェンチオンの乳剤希釈液を1，480gai／baの用量、－‥処  

理し、移植149日後に収穫して、植物体内運命試験が実施された。  

水稲の各部位における代謝物分布は表7 に示されている。いずれJ〕試  

料においても親化合物は検出されず、主要代謝物はB、H及びLであっ  

た。（参照8）  

表7 水稲の各部位における代謝物分布  （3）グアバ  

グアバの果実生育期に14C・フェンチオンの乳剤希釈液を 0．06 又は   

0．24％の濃度で、散布液が滴り落ちるまでハンドスプレーを用いて果実に   

1回散布処理し、処理0、1、3、7、14、21、28及び32日後に果実を採   

取して、植物体内運命試験が実施された。処理0 日後試料は、散布液の   

乾燥後速やかに採取された。  

グアバ果実の各部位における代謝物分布は表9に示されている。  

処理0 日後において、11．3％TRRが表面洗浄液に存在し、87．9％TRR   

が洗浄後の果皮で検出され、フェンチオンの果皮への吸収は速やかであっ   

た。  

果実（果皮及び果肉）における主要成分は、親化合物（最大60％TRR、   

処理0日後）、代謝物B（最大43．9％TRR、処理4日後）、H（最大18．8％TRR、   

処理28日後）及びL（最大60％TRR、処理32日後）であった。果肉で   

は10％TRRを超える代謝物は認められず、最大値は処理14日後に認め  

試料  稲わら  もみ殻  玄米  ≧  
％TRR  mg／kg  ％TRR  mg／kg   

（TRR）   

総残留放射能  ％TRR  mg／k     100  45．5  100  38．9  100  6．3 L   
】   

B   38．8  17．6  51．3  20．0  26．4  1．6   

C   2．5   1．1   2．0   0．8  

E   9．1   4．2   5．2   2．0   7．0   0．4   

F   2．5   1．2   4．0   1．5   2．6  0．2   

H   19．9  9．0   8．8   3．4   11．1  0．7   

7．6   3．4   1．8   0．7   1．6   0．1   

L   5．3  2．4  12．6  4．9  31．8  2．0   

0   2．0   0．9   4．8   1．9   0．7  0．04   

Q   1．2   0．6   2．7   1．1   3．7   0．2   

末抽出残留物   7．O 3．2  写．3   1．3   3．6   0．2   

一：検出されず  
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物となった。好気的湛水土壌において、フェンチオンは1くICO2まで分解  

された。試験終了時まで継続的に14CO2が増加したことから、結合性残  

留物も無機化により減少すると推定された。   

推定分解経路は、①フェンチオンのメチルチオフェノールの硫黄の酸  

化によるBの生成とBの更なる酸化によるCの生成、②Bの加水分解に  

よるH及びLの生成、③Cの加水分解によるⅠ及びMの生成、④Hの酸  

化によるⅠの生成、⑤L及びCの酸化による0及びPの生成、（む14CO2  

への無機化及び未抽出残留物への取り込みであると考えられた。（参照8）  

表10 各土壌の各抽出画分における放射能分布（％TAR）  

られたLの8．0％TRRであった。（参照8）  

表9 グアバ果実の各部位における代謝物分布（％TRR）  

試料   果実  果皮  果肉   

採取日  

（処理後日数）   
0   7   32   0   7   32   0   7  32   

フェンチオン  60．0  7．0  0．5  58．9  6．5  0′5  く0＿1  0．1L云0．1   
B   34．9  28．5  8．3  26．2  23．0  5．5  ＜0．1  3．1  1．1   

C   0．3  2．2  1▲5  0．3  1．8  1．0  ＜0，1  0．2  0．2   

E   0．2  8．7  6，3  6．0  4．6  ＜0、1  1．7  l．1   

G   1．1  1．0  0．6  四  0．5  0．3  ＜0．1  0．5  0．3   
H   0．1  13．0  15．7  8．5  11．3  く0．1  2．7  1．9   

0．4  1．3  3．7  0．3  0．8  2．0  ＜0．1  0、4  0．8   

L 1．7  35．1  60．0  四  24．4  52．8  ＜0．1  5．4  5．1   

未抽出   0．2  4，3  3．5    ／    ／    ／    0．2   4．3   こi．5   
合計   98．9  101  100  87．9  71．578．0   1．118．4   ト1．0   

壌質砂土  シ／レト質壌土  
処理後  

土壌  揮発性物質  土壌  揮発性物質  
目数           水相  水相  
0 日  77．8  20．9  0．4  81．8  17．0  0．5  

31日  47．1  12．4  42．2  3．5  0＿4  18．3  10．3  70．3  4．9   0．2   

66日  28．5  7．6  55．6  9．8  0．3  6．6  5．3  74．6   11．5   0．4   
－：検出されず  

以上より、植物体における主要代謝経路は、メチルチオフェノールの硫黄   

の酸化によるスルホキシド（B）及びスルホン（C）への酸化、オキソン体   

（D）の酸化によるスルホキシド（E）及びスルホン（F）への酸化、カロ水   

分解によるフェノールスルホキシド（H）の生成とその後の抱合体（Q）の   

生成、リン酸エステルの脱メチル化によるLの生成又は0の生成であると   

考えられた。代謝物Fは水稲のみに検出されたが、10％TRR未満であった。  

3．土壌中運命試験  

（1）好気的湛水土壌中運命試験  

湛水した壌質砂土（オランダ、リンデン）及びシルト質壌土（米国カ  

ンサス州、スタンレー）に14C・フェンチオンを1，500gai／haの濃度で添  

加し、好気的条件下、22±2℃の暗所で66日間インキュベー卜して土壌  

中運命試験が実施された。  

各土壌の各抽出画分における放射能分布は表10に、抽出放射能の主要  

成分は表11に示されている。  

いずれの土壌においてもフェンチオンは速やかに分解し、好気的湛水  

土壌におけるフェンチオンの推定半減期は、壌質砂土で 8．3 日、シルト  

質壌土で7．3日であった。  

分解物の消長は両土壌で類似していた。処理0～14 日後には主要分解  

物としてBが最大量検出されたが、その後減少した。分解物Bの推定半  

減期は、壌質砂土で16日、シルト質壌土で12．7日であった。時間こ′〕経   

i馴こ伴ってPが主要分解物となり∴培養終了時にはH及びⅠが主要分解  

－：検出されず、1）捕集管に捕集された畳  

表11抽出放射能の主要成分（％TÅR）  

壌質砂土  シルト質壌土  
処理0 日後   処理31日後   処理66日後   処理0日後   処理31日後   処理66日後  
水柏1土壌   水相  土壌  水相  土壌  水相  土壌  水相  土壌  水相  土壌   

フェンチオン  62．0  6．1  0．5  1 

B   11．9  13．8  5，3  2．3  0．6  0．9  7．3  5．3  0．2  0．9  ＜0．1  0．5   

H   0，3    7．0  1，3  11．0  2．2  0．4    4．2  1．2  0，5  0．6   

5．0  1．0  8．6  2．1  3，0  1．6  2．9  1．9   

P   1．1  0．7  19．7    3．6  2，2  0．8   0，4  0．7  5．7  2．7  0．5  0．7   

14CO21）   5，5  12．2  8．2  15   

末同定   2．1  8．3  2．9  4．7  3．6  2．3   

未抽出   0．4  42．2  55．6  0．5  70．3  74，6   

－：検出されず、1）水和、土壌及び捕集管の14CO2の合計・   

（2）好気的及び嫌気的土壌中運命試験  

シルト質壌土（採取地不明）に14C－フェンチオンを1又は10mg化g  

となるように表面処理し、好気的試料については、好気的条件下の暗所  

（試験温度不明）で最長120日間インキエペ－ト、ノ嫌気的試料について  

は、好気的条件下（試験温度不明）で30日間インキエペ一卜した後湛水  

し、上部空間を窒素で置換してさらに60日間インキエペー 卜して、好気  

的及び嫌気的土壌中運命試験が実施された。また、土壌を滅菌した後、  

非滅菌土壌と同様に処理し、室温の暗所で30日間培養して、滅菌条件に  

おける好気的土壌中運命試験が実施された。  

1mg／kg処理区の土壌各画分における放射能分布は表12に、抽出放射  
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能の主要成分は表13に示されている。   

非滅菌土壌では、好気的条件下でフェンチオンは速やかに分解され、  

推定半減期は1日未満であった。1mg／kg処理区では、主要分解物とし  

てB、C、H及びⅠが処理1～7日後に最大量検出され、その後減少した。  

処理14日後以降では分解物Jも検出され、処理59日後に最大に達した  

後減少した。14CO2は処理3日後にはその生成が顕著となり、120日後に  

は回収放射能の50％に達した。10mg／kg処理区では、フェンチオン〔り分  

解速度は1mg／kg処理区よりも緩やかであったが、分解物の分布は類似  

していた。   

好気的土壌における主要分解経路は、①フェンチオンのメチルチオフ  

ェノールの硫黄の酸化によるB、及びCへの酸化、②Bの加水分解による  

Hの生成、③Cの加水分解及びHの酸化によるⅠの生成、④Ⅰのメチル  

化によるJの生成、⑤14CO2への無機化及び未抽出残留物への取り込みで  

あると考えられた。   

嫌気的条件下では、分解物Ⅰの分解及び14CO2の生成速度は好気的兼イ牛  

下より緩やかであった。   

滅菌土壌では、非滅菌土壌に比べてフェンチオンはより安定であ／一．た  

が、分解は明らかに認められ、推定半減期は14～21日であった。主要分  

解物はBであり、30日後に回収放射能の34％に達した。その他には21  

日後以降にHが認められた。未抽出放射能の増加は、非滅菌土壌よンノも  

緩やかであった。（参照8）  

表13 抽出放射能の主要成分（回収放射能に対する％）  

試験条件   好気的条件  
好気的及び  
嫌気的条件  滅菌条件   

処理量  
（mg／kg）   

10  1  

処理後 日（日）  0  14  30  120  0  14  30  好気的  嫌気的  0  14  30  
数  30  60   

フ土ンチオン  95．2  3．0  1．9  0．4  95．6  3．8  1．9  1．9  1，0  93．8  54．7  32．6   

B   2．4  3．9  1．9  0．7  2．4  4．5  1．5  1．9  0．7  4．0  30．6  34．4   
C   0．4  1．5  1．8  1．2  0．2  0．9  0．4  1．8  0．6  

H  7．5  2．3  0．4   －   14．8  2．7  2．3  0，5      9．5   

28，2  14．2  1．1    31．1  26．8  14．2  9．6  

J  3．3  5、4  3．8    1．8  3．8  5．4  2．3  

14CO2    13，9  27．5  50．1    9．9  24．3  27．5！34．5  

未抽出残留物  0．2  37．1l40．9   41．5   ／   ／   ／  40．9  43．1  0．3  3．9  8．9   
－：検出されず  

（3）嫌気的湛水土壌中運命試験  

湛水したシルト質壌土（米国カンサス州、スタンレー）に14C一フェン  

チオンを1，500g ai／haの濃度で添加し、嫌気的条件下、22±2℃の暗所  

で360 日間インキエペ－卜して、嫌気的湛水土壌中運命試験が実施され  

た。  

試験系の各画分における放射能分布は表14に、試験系全体（気相、水  

相及び土壌）（′こおける抽出放射能の主要成分は表15に示されている。試  

験系全体の半減期は約4～5日であった。  

嫌気的湛水土壌において、親化合物は水相から速やかに消失し、処理  

60 日後には水相では検出されなかった。親化合物は処理14日彼の土壌  

で最大（59．5％TAR）に達した後、試験終了時には0．2％mRまで減少し  

た。水相及び土壌のいずれにおいても、主要分解物はG及びHであり、  

処理30～60日後で最大に達した後減少した。フェンチオンは嫌気的湛水  

土壌において14CO2又は14CH4まで分解された。14CO2及び14CH4以外  

の揮発性放射能は検出されなかった。試験終了時まで継続的に1∠lCO2が  

増加し、未抽出残留物が減少したことから、結合性残留物も無機化によ  

り減少すると推定された。  

推定分解経路は、①フェンチオンの加水分解によるG及びKの生成、  

②G及びKの酸化によるH及びLの生成、③14CO2又は14CH4の生成で  

あると考えられた。（参照8）  

表121mg／kg処理区の土壌各画分における放射能分布（  る
「
」
∃
 
 

有機溶媒可溶画分   

画分  処理0日後  処理30日後  処理120日接    98．6  30．6  7．8  水溶性画分  1．2  1．0  0．6  14CO2    27．5  50．1  未抽出残留物  0．2  40．9  41．5   
一二検出されず  

19   18  



表14 各画分における放射能分布（％TAR）  表16 各緩衝液におけるフエンチオンの加水分解半減期（日）  
画分  処理0日後 処理30日後   処理60日後ぎ処理12D目後   処理360ト   

気相  ／  ＜0．1   0－2   17．1   a   

水相   72．7   46．6   62．7   48．7   14．0   

土壌   28．3   50．6   33、9   28．5   25．2   

a：揮発性放射能の捕集が定量的にできなかった。   

培養条件  

試験溶液     50c  25℃  400c  pH5  133  69  105  pH7  8．0  5．9  4，6  pH9  3、7   弓   2．8      2．4   
表17 試験終了時の各緩衝液における抽出放射能の主要成分（％TAR）   

分解物  

試験 培養 経過 フ工ンチ  B  C  D  E  F  H   ロ  物質  放射能   
5   2390   6 1   tr  tr  1   1  

pH5  30  

40  16  4  37  tr    5  24   －  23  7 1 

5   16  85  9    3   －  一  1  山  1  1  

pH7                               25  10  31  4  2  2    ウ   59  

40  16  2   12tr   15－ 一  2  36  29   3   

5   23  86  4    2  山  1  tr    6   0  

pIi9  4  3  一   6  60  
40  16   1   12  6i30 m      5  24  20  2   

表15 抽出放射能の主要成分（％TAR）  

；処理0日後   処理30日後  処理60日後  処理120日後  処理360日後   

フェンチオン 92．2  39，0   1．9   0．7   0．2   

G   2．9   14．6   35．4   1、2   く0．1   

H   0．8   26．1   24．5   0・8   ＜0．1   

K  3＿0  

L   0．1   5．2   1、5   0．4  

S  9．7   ＜0．1  

14CO2  51，6  

14CH4  3・4   a   

M：検出されず  

a二揮発性放射能の捕集が定量的にできなかった。   

（4）土壌吸着試験  

4種類の国内土壌［軽埴土（茨城）、シルト質壌土（宮崎）、埴壌土（福   

島）及びシルト質埴壌土（茨城）］を用いて土壌吸着試験が実施されに。  

各土壌におけるFreundlicilの吸着係数Ⅹ且dsは22．3～35．8、有機炭素含  

有率により補正した吸着係数Kocは720～2400であった。（参照8）   

4．水中運命試験  

（1〉 加水分解試験  

pH5、7及び9のリン酸緩衝液（滅菌）に14C・フェンチオンを5ロ1g几  

となるように添加し、暗条件下、一定温度（5、25及び40℃）で最長23  

週間インキエペー卜して加水分解試験が実施された。  

各緩衝液におけるフェンチオンの加水分解半減期は表16に、試験終了   

時の各緩衝液における抽出放射能の主要成分は表17に示されている芦  

フェンチオンは酸性条件で比較的安定であった。いずれの緩衝液におい  

ても、フェンチオンは5℃で最も安定であり、試験終了時に85～90％′1、AR   

が残存していた。各緩衝液に共通な主要分解物として、B、D及びHが検  

出され、さらにpH7及び9の緩衝液では分解物Ⅰも認められた。フェン   

チオンの水中における加水分解は、リン酸エステルの加水分解及び酸化に  

より進行すると推定された。（参照8）  

ー：検出されず、tr：痕跡量   

（2）水中光分解試験（自然水）  

滅菌した河川水（茨城、pH6．98）に1‘1C－フェンチオンを1・75mg／Lと   

なるように添加し、23±2℃で最長180分間キセノン光（光強度‥720W血2、   

波長範囲‥300～800nm）を照射して水中光分解試験が実施された。  

フェンチオンは水中で光照射により速やかに分解され、処理180分後   

で6．8％TARに減少した。主要分解物は臥G、H及びTであった。主要   

分解経路は、Bへの酸化又はGへの加水分解、さらにGの酸化からHを  

経由してTに至ると推定された。  

フェンチオンの滅菌自然水中での光分解による推定半減期は46・8分   

［東京、4～6月の太陽光換算で0．24日（約346分）］と算出された。（参  

照8）  

（3）水中光分解試験（緩衝液）  

滅菌した酢酸ナトリウム緩衝液（pH5）に14C－フェンチオンを7mg几   

となるように添加し、23±1℃で最長4時間キセノン光（光強度：720   

W／m2；波長範囲：300～800nm）を照射して水中光分解試験が実施され  

た。  

フェンチオンは水中で光照射により速やかに分解され、処理4時間後で   

7．2％TARに減少した。主要分解物はB、G及びHであった。フェンチオ   

ンの水中における光分解は、リン酸エステルの加水分解と酸化により進行  
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（2）魚介類における最大推定残留値  

フェンチオンの公共用水域における予測濃度である水産PEC及びBCF  

を基に、魚介類の最大推定残留借が算出された。  

フェンチオンの水産PECは0・58いg／L、フェンチオン及び代謝物B、C、   

D、E、Fを含めたBCFは165（試験魚種：ブルーギル）、魚介類におけ  

る最大推定残留値は0．479mg／kgであった。（参照16）   

7．一般薬理試験   

フェンチオンのラット、マウス及びウサギを用いた一般薬理試験が実施さ   

れた。結果は表19に示されている。（参照8）  

表19 一般薬理試験  

すると推定された。  

フェンチオンの滅菌緩衝液中での光分解による推定半減期は28．8分   

（東京、4～6月の太陽光換算で29，6～74．0分）と算出された。（参照8）   

5．土壌残留試験  

鉱質土（愛知）、火山灰土、沖積土及び桶川土壌（埼玉）、火山灰土・壌   

土（青森）、洪積火山灰土・埴壌土（神奈川）、洪積土・壌土（京都）、沖積   

土・埴壌土（静岡）並びに湖沼堆領土・埴土（愛知）を用いて、フェンチ   

オン、①フェンチオン＋B＋C及び②D十E＋Fを分析対象化合物とした土壌残   

留試験（容器内及び圃場）が実施された。結果は表18に示されている。（参   

照8）  

表柑 土壌残留試験成績  
試験の種類   動物種  動物数／ 群  投与量 mg／kg体重 （投与経路）  最大無作用量 （mg／kg体重）  最小作用畳 （mg／kg体重）  結果の概要   

10mg／kg体重  

0、5、10、20、  以上で認知力 

中 一般状態   マウス   雄6   50100200   5   10  運動性、正常姿   
枢  

（腹腔内）a  勢及び筋緊張抑  
神  制、200mg′kg  
経  体重で全例死亡  
系   0、50、100、  200mg／kg体重  

体温  ウサギ  3  150、200  150   で直腸温上昇  
（静脈内）b  

150mg戊g体重  

圧   ウサギ  3～5 100   150  以上投与群で急  
速に血圧下降し  
死亡   

100mg／kg体重  

呼  0、100、150、  で呼吸数増加後   

ウサギ  5  200、250  100  

（静脈内）b  mg／kg体重以上  

循  で、呼吸数増加  

環  後死亡  
系  150mg／kg体重  

以上で冠動脈不  
0、100、150、  全症状（ST下  

心電図  200、250  100  150      降、T波平定化、  
（静脈内）b  R辣下降）、R－R  

正長又は短縮、  
む不全で死亡   

0、50、100、  0Ing／kg体重  
白樺神経系  150、200  50  

（静脈内）b  

推定半減期（［上）   
い工ンチオン      ①＋豆   

鉱質土2）   約5   約9  

火山灰土2）   約2  約3  
10耶′  

沖積土2）   約18  約19  
桶川土壌2）   約25  約こ；2   

2500gai／ba  火山灰土・壌土   約4  

3，000gai／ba 洪積火山灰土・埴壌土   約2  
圃場  1，200gai／baD 洪積土・壌土  

試験   
1，2DOgai／haMG  湖沼堆積土・埴土  約5  約6   

1）容器内試験では原体、圃場試験の畑地状態では50％乳凱水田状態では3％粉剤（1う）、  
4％粒剤（G）及び3％微粒剤（MG）を使用。  

2）土性不明。  
－：残留値がすべて定量限界未満のため、算出されず。   

6．作物等残留試験  

（1〉 作物残留試層  

稲、あずき、だいず等を用いて、フェンチオン、酸化代謝物①（フェン  

チオン＋B＋C）及び酸化代謝物②（D＋E＋F〉を分析対象化合物とした作物  

残留試験が実施された。結果は別紙3に示されている。  

フェンチオンの最大残留値は、散布30日後に収穫したあずき（乾燥子  

実）で認められた0．002mg／kgであった。①及び②の最大残留値は、い  

ずれも散布21日後に収穫した稲わらで認められ、それぞれ0．67及び0．47  

mg／kgであった。可食部における最大残留値は、①では散布100日後に  

収穫したさとうきび（茎）の0．043mg／kg、②では散布14日後に収穫し  

たあずき（乾燥子実）の0．02mg／kgであった。（参照8）  
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